
長門市立深川小学校 

第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
１ 単元名       

よりよい未来の実現に向けて～society5.0社会に生きる～ 

教育課程区分 Ａ 学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの  

教材タイプ プログラミングロボット、ビジュアルプログラミング言語 

使用教材等 mBlock、コンピュータ 

 

２ 単元設定の理由 

 ○ 本学級の児童は、 様々な学習活動の中でよりよい未来の実現に向けた取組を考えてきた。５年

社会科「自動車をつくる工業」の学習では、人や環境に優しい車を開発していることや、人とロボ

ットが協働して車を生産していることを学習した。６年国語科「未来をよりよくするために」の学

習では、人工知能（AI）について興味をもち、人とAIが共存していくためにはどうしたらよいか考

え、意見文にまとめる学習を行った。しかし、AIや環境に優しい車など、生活を豊かにしている身

近なものは、目的や意図をもってプログラミングされていることまで見通して考えている児童は少

ない。また、授業でも日常生活でも課題に直面した際に、自分で考えようとせず、すぐに友達に頼

ってしまう児童も少なくない。そこで、mBotを活用した課題解決学習を通して、児童にプログラミ

ング的思考とプログラミングの技法を身に付けさせ、友達と対話しながら課題を解決し、自分なり

の考えを表現することができる子どもの姿をめざしたい。 

 

○ 本単元は、mBotを自分の意図する動きができるようにプログラミングしていく学習を通して、プ

ログラミング的思考やプログラミングの技法を身に付けさせる学習である。課題解決をめざして友

達と対話しながらプログラミングしていく過程で、その目的や意図について話し合う活動を取り入

れることで、様々な身近なものの背後に、生活をよりよく豊かに創造しようとする人々の姿が見え

てくるだろう。このような学習を進めていくことは、児童の課題解決能力の向上につながるととも

に、今後、society5.0社会を生きる児童にとって、よりよい未来のイメージをもつことができ、発

想力・創造力の育成につながると考える。 

 

３ 教科等の学習とプログラミング体験との関連 

 

○ 指導にあたっては、児童が mBot にどのようなプログラミングをすれば課題を解決できるのか、

友達と対話し考えることができる学習展開にしたい。具体的には次のような支援を行う。 

 ・ 児童が、単元全体の流れや学習問題を意識しながら学習を進められるように、学習計画や学習

内容が分かるような掲示物を作成し、教室に掲示する。 

 ・ 児童が、mBot をプログラミングする際、既習したプログラミングの技法を確認できるように、

必要なブロックやスクリプトを提示する。 

 ・ 児童が、自分たちが生活している中にプログラミングされたものが多くあることに気付くこと

ができるように、身近な場面やテーマを取り上げた課題を児童に取り組ませる。 

 ・ 児童が、対話しながら課題解決をできるようにペア学習を仕組む。 

 ・ どのような意図でプログラミングしたかを発表させることで、児童がよりよい未来に向けて具

体性をもてるようにする。 

 ・ 児童が、mBotを意図した動きに近付けるために、誤差が生じた要因に着目してプログラムを修

正したり、授業支援員の高校生から助言してもらったりできるようにする。 

 
 

 

 

使用教材 mBot 

使用機器 mBot、タブレット PC、電子黒板 

プログラミングに関する

学習活動の分類 

Ｂ分類（学習指導要領に例示されてはいないが、学習指導要領に示

される各教科等の内容を指導する中で実施） 



４ 目標 

 ○ mBotを活用した課題解決学習を通して、電子機器や機械などの自動化によって生活を豊かにして

いるものはプログラムされているということについて理解し、プログラミング的思考や技法を身に

付けることができるようにする。 

 ○ 学習問題の解決に向けて対話しながら追究し、意図した動きになるようなプログラムを考えたり

友達と話し合ったりする中で、よりよい未来の実現に向けて考えを深め、表現することができるよ

うにする。 

 

５ 単元の評価規準 

学習への主体的な態度 学び方・考え方 自己への気付きや態度 

○ mBotを活用したプログラミン
グ学習に興味をもち、友達と協
力しながら進んで課題解決に取
り組んでいる。 

○ よりよい未来の実現について
主体的に考え、進んで表現しよ
うとしている。 

○ よりよい未来の実現について学
習する中で、学習課題について考
えたり、自分なりの考えをもった
りしている。 

○ 意図に基付いたプログラミング
の手順や方法を説明し合うことが
できている。 

○ mBotを、自分の意図した動き
にプログラミングすることが
できている。 

○ 生活を豊かにするものは、プ
ログラミングされていること
について理解している。 

 

６ 指導計画と評価 （全８時間 ５/８） 

次 学習活動・学習内容 子どもの意識の流れ 

･指導の工夫 

◎対話的な学びを促す手立て 

◎振り返りにつなげる手立て  □評価 

第
一
次 

 

（
一
時
間
） 

○ よりよい未来の実現に向

けて動画を視聴し、学習課

題をつくり、学習計画を立

てる。      

（１時間） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 未来は、とても便利に

なっているね。 

 

・ 人がいなくても動いて

いる機械があるよ。 

 

・ 人が行っている仕事が

無くなってしまうかも

しれない。 

 

・ よりよい未来とは、ど

んな未来なのだろうか。 

 

 

 

 

◎ society5.0 社会について関心をも

つことができるよう、動画をもとに

話し合う学習活動や、よりよい未来

について考える活動を設定する。 

 

主 未来の生活に関心をもち、よりよ

い未来の実現に向けて進んで考えよ

うとしている。 

学 よりよい未来について、学習課題

を考え学習計画を立てている。 

 

 

 

よりよい未来の実現に向けて、どのようなことが必要なのだろうか。 

・society5.0社会の様子 

・現在の生活と未来の生活 

のちがい 

・学習の見通し 



第
二
次 

（
四
時
間
） 

○ プログラミングについて

学習し、mBotが意図した動

きをするようにプログラミ

ングをする。 

（３時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ mBotを動かすには、プ

ログラミングをしなく

てはならないのだね。 

 

・ ブロックやスクリプト

の組合せや数字を変え

ると、mBotがいろいろな

動きをすることが分か

ったよ。 

 

・ どのようにプログラミ

ングしたら、mBotが思い

どおりの動きをするの

かな。 

 

・ 児童が、スクリプトやブロックの

組合せ方などを視覚的に捉えやすく

するために、教師のタブレット操作

をモニターで提示する。 

 

・ タブレットの操作やプログラミン

グに困難さを感じている児童のため

に、高校生の支援員を配置し、いつ

でも支援できる体制を整えておく。 

 

 

 

○ 与えられた課題を解決す

るためのプログラミングに

ついて考え、どのように生

活場面で活用されているか

について考える。 

（１時間／本時） 

 

 

 

 

 

 

・ 今までに学習したプロ

グラミングを使ったら

できそうだな。 

 

・ なぜ思いどおりの動き

をしなかったのかな。上

手くいかなかった所の

数値や組み合わせを修

正しよう。 

 

・ この mBot のプログラ

ミングは、どんな場面で

使われているのかな。 

 

・ 〇〇くんのプログラミ 

ングは体が不自由な人

のために役立ちそうだ

ね。 

 

・ 点滅や発光は、信号機

で使われているね。他の

プログラミングも、自動

車の自動ブレーキや自

動運転にも使われてい

るね。 

・ 児童が、前時までのプログラミン

グ技法を確認できるように、既習の

スクリプトやブロックの組合せ等を

提示する。 

 

◎ 友達と対話しながら課題解決がで

きるように、ペアで mBotをプログラ

ミングするように指示する。 

 

◎ よりよい未来について考える次時

の活動につなげるために、mBot をプ

ログラミングして終わるだけではな

く、どのような意図でプログラミン

グしたのかについて対話させる活動

を設定する。 

 

学 友達と協力しながら、mBotが意図

した動きをするようにプログラミン

グすることができる。 

自 身の回りにある生活を豊かにする

ものが、プログラミングされている

ということを理解している。 

 

・直進させたり停止させた
りするプログラミング 

・発光させたり点滅させた
りするプログラミング 

・音を鳴らしたり障害物を
感知し停止させたりする
プログラミング 

・障害物を避けながら進む
プログラミング 

・音を鳴らしたり発光した
りすることが融合したプ
ログラミング 

・生活場面で活用されてい
るプログラミング 



第
三
次 

（
三
時
間
） 

○ 自分なりに考えたよりよ

い未来についてまとめ、発

表する。 

  （３時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 身の回りにあるものに

はプログラミングされ

たものがたくさんある

のだね。 

 

・ プログラミングされて

いるものには、それぞれ

に人々の目的や意図が

関係しているのだね。 

 

・ よりよい未来のため

に、プログラミングされ

たものを効果的に活用

することが大事だね。 

 

 

 

◎ 児童がよりよい未来について具体

的に発表できるようにするために、

どんな未来がよりよい未来なのかを

具体的に考えル活動を設定する。 

学 よりよい未来の実現と、プログラ

ミングされたものを関連付けて表現

することができる。 

自 よりよい未来の実現に向けた考え

について、タブレットを活用してま

とめることができる。 

 

 

７ 本時案 （第二次 ４／４）  

（１）ねらい 

   mBotをプログラミングして動かす活動を通して、目的を達成するために必要な手順や条件を考え

ることができる。 

（２）ICT環境 

   mBot×14、タブレット PC×14、教師用 PC、電子黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プログラミングされたも
のに支えられた社会 

・プログラミングされたも
のを効果的に活用して生
活すること 

目的や意図をもってプログラミングをすることで、 

よりよい未来の実現に向けて考えることができる。 



（３）学習過程 

学習活動・学習内容 子どもの意識の流れ 

･指導の工夫 

◎対話的な学びを促す手立て 

◎振り返りにつなげる手立て □評価 

１ 前時までに学習したプロ

グラミングの技法を振り返

り、それを活用して行う本

時の課題を確認する。 

（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題を解決するために、

mBotをプログラミングして

動かす。     

（25分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ どのような意図をもっ

て、mBotをプログラミング

したか話し合う。 （10分） 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時で学んだことを、自

分なりの言葉でノートにま

とめ、振り返りをする。 

（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ mBotをプログラミン 

グすると、いろいろな動き 

ができたな。 

 

・ mBotは、動くだけではな

く光ったり音が鳴ったり

もしたな。 

 

・ どのプログラミングをす

れば、課題を解決すること

ができるのかな。 

 

 

・ ぼくたちは、先生を最短

ルートで救助しよう。 

・ どのルートが、最短ルー

トかな。 

・ どのくらい直進させて、

何度曲がればよいかな。 

・ 前の時間に学習したプロ

グラミングが使えそうだ

な。 

・ どの部分のプログラミン

グを修正したらうまくで

きるかな。 

 

・ ○○さんと私が選んだル 

ートが違うな。どのような 

目的でルートを選んだの 

かな。 

・ ぼくは最短ルートを選ん 

だけれど、安全なルートを 

選ぶには○○さんのルー 

トが最適だね。 

・ 目的が違うとプログラム 

も変わってくるのだね。 

・ 様々な人の思いや願いを 

実現するために、プログラ 

ミングが活用されている 

のだね。 

・ 目的をもって、プログラ 

ミングをすることが大切 

なのだね。 

・ 身の回りにあるものは、 

どんな目的でプログラミ 

ングされているのかな。 

・ 前時までに学習したプログラミン

グの技法を児童に想起させるため

に、活用するブロックやスクリプト

を提示する。 

 

◎ 児童が意欲的に活動するように、 

担任を救助する課題を設定する。そ 

の際、児童が対話しながら最適なル 

ートを選択できるように、ゴールま 

でのルートを複数設定する。 

 

 

 

◎ 意図した動きになるようにプロ

グラミングできているかを、児童が

検証しながら活動できるように、コ

ース図に書き込むことができるワ

ークシートを用意する。 

・ 児童がプログラミングをスムーズ

に行うことができるように、高校生

を支援員として配置する。支援する

際は、操作を児童が考えてできるよ

うに、最小限の支援に留めるように

する。 

 

 

◎ 児童が、どのような意図をもって

ルートを選択し、mBot をプログラ

ミングしたかについて、分かりやす

く発表するために、実際にプログラ

ミングした mBot を動かしながら話

し合う場を設ける。 

 

 

 

 

◎ 次時のまとめる活動につなげら

れるように、児童の振り返りの発言

を、身の回りにあるものと関連付け

ながら価値付ける。 

学 友達と協力しながら、mBot が意

図した動きをするようプログラミ

ングすることができる。 

自 目的を達成するために、プログラ

ミングされているということを理

解することができ。 

どのようなプログラミングをすれば、目的通りに先生を助けられるだろうか。 

・プログラミングの確認 

目的達成に向けた 

・プログラミングの選択 

・プログラミングの方法 

・プログラミングの手順 

・目的と課題の使い分けの
確認 

・プログラミングの目的 

目的や意図をもってプログラミングすることで課題を解決できる。 


